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7
月
の
総
会
で
副
会
長
に
な
り
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
広
報
部
長
も
兼
務
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
会
報
も
無
事
に
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。49
年
白
門
会
の
創
立
以
来
、

6
月
と
12
月
の
年
に
2
回
、
休
む
こ
と
な

く
発
行
で
き
た
の
も
会
員
皆
様
の
お
か
げ

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
大
学
卒
業
後
に
出
版
社
に
入
社
し

て
、
漫
画
雑
誌
の
編
集
を
24
年
間
、
編
集

倫
理
、
人
権
・
差
別
表
現
問
題
、
著
作
権
・

商
標
権
な
ど
の
法
務
関
連
の
仕
事
を
13
年

間
し
て
定
年
退
職
し
、
そ
の
後
4
年
間
再

雇
用
で
関
連
会
社
に
勤
め
ま
し
た
。

　

1
年
前
の
7
月
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
完
全
な
フ
リ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

時
思
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
は「
教
養
」

と
「
教
育
」
が
大
事
に
な
る
、
と
い
う
こ

と
で
し
た
。「
教
養
」
と
「
教
育
」
…
？

そ
ん
な
も
の
あ
る
程
度
持
っ
て
る
だ
ろ

う
、
と
思
う
皆
さ
ん
、
違
い
ま
す
。「
教

養
」
と
は
「
今
日
用

4

4

4

事
が
有
る
」、「
教
育
」
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と
は
「
今
日
行
く

4

4

4

4

と
こ
ろ
が
有
る
」
と

い
う
深
～
い
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

65
歳
の
誕
生
日
直
前
に
市
役
所
か
ら

「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」
が
届
い
た
時
、

フ
リ
ー
に
な
っ
た
時
か
ら
の
「
行
く
と
こ

ろ
」
と
「
用
事
」
が
有
る
こ
と
に
ホ
ッ
と

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

40
年
近
く
や
っ
て
き
た
漫
画
編
集
と
編

集
倫
理
と
い
う
知
識
と
経
験
が
、
月
に
15

日
く
ら
い
2
，3
か
所
の
仕
事
場
を
提
供

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

退
職
し
て
再
雇
用
の
期
間
に
全
く
思
い

も
よ
ら
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
声
が
か
か
っ
て
き

た
の
で
す
。
映
像
関
係
、
そ
れ
も
ア
ダ
ル

ト
ビ
デ
オ
の
審
査
機
関
か
ら
倫
理
問
題
で

の
相
談
や
、
老
舗
の
人
文
学
系
の
出
版
社

か
ら
コ
ミ
ッ
ク
単
行
本
発
刊
の
相
談
を
受

け
た
り
、
漫
画
雑
誌
を
出
し
た
こ
と
の

な
い
出
版
社
か
ら
漫
画
雑
誌
を
創
刊
す

る
手
伝
い
を
頼
ま
れ
た
り
と
、
ち
ょ
っ

と
し
た
人
脈
で
仕
事
が
舞
い
こ
ん
で
来

ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
私
を
頼
っ
て
く
れ
る
人
が
い

る
こ
と
に
感
謝
し
ま
し
た
。
頼
ま
れ
る
と

い
う
こ
と
は
自
分
が
ま
だ
役
に
立
っ
て
い

る
と
い
う
事
で
す
。
役
に
立
つ
間
、
仕
事

の
依
頼
が
来
た
ら
断
ら
ず
に
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
タ
イ
ア
し
て
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し

ま
い
、
近
所
付
き
合
い
も
な
く
孤
立
し
て

い
く
話
し
を
聞
い
た
り
、退
職
し
た
途
端
、

急
に
老
け
こ
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
亡
く

な
っ
た
り
す
る
人
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

馬
車
馬
の
よ
う
に
働
い
て
き
て
急
に
活
動

を
止
め
る
の
で
は
な
く
、
時
間
を
掛
け
て

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
を
し
な
が
ら
辞
め
る
の
が

良
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
が
無
い
日
に
近
く
の
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
に
行
き
ま
す
と
、昼
間
は
男
性
は
老

人
、女
性
は
中
年
の
奥
さ
ん
連
中
が
殆
ど

で
す
。
行
く
と
必
ず
見
か
け
る
人
が
い
ま

す
。
こ
う
い
う
人
は
毎
日
通
っ
て
い
る
み

た
い
で
す
。行
く
と
こ
ろ
が
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

だ
け
と
い
う
の
も
考
え
も
の
で
す
が
、病
気

で
い
る
よ
り
は
ず
っ
と
い
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
が
老
人
ク
ラ
ブ

の
サ
ロ
ン
化
し
て
る
の
は
困
り
ま
す
が
…
。

　

49
年
白
門
会
も
そ
ろ
そ
ろ
リ
タ
イ
ア
の

人
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
は
、「
今
日
行
く
所
あ
り
ま
す
か
？
」

「
今
日
用
事
が
有
り
ま
す
か
？
」
是
非
と

も
49
年
白
門
会
の
行
事
や
運
営
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
今
度
の
新
年
会
に
は
是
非
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
竹
さ
ん
、
本
来
の
意
味
の
「
教
養
」

と
「
教
育
」
が
必
要
だ
よ
！　

と
言
わ
れ

そ
う
で
す
が
…
…
。　
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リ
タ
イ
ア
後
は

「
教
養
」と「
教
育
」が
大
事
！

49
年
白
門
会
副
会
長　

大
竹　

力
三

会員の皆様の登録・変更をお願いします。PC、携帯でも可能です。
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■
第
１
号
議
案

２
０
１
4
年
度
事
業
報
告

１
・
各
行
事

⑴
２
０
１
４
年
４
月
４
日
（
金
）

２
０
１
４
年　

春
の
ゴ
ル
フ
大
会

（
飯
能
パ
ー
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
15
名
）

⑵
２
０
１
４
年
7
月
12
日
（
土
）

卒
業
40
周
年
記
念
総
会

（
お
茶
の
水
ホ
テ
ル
ジ
ュ
ラ
ク
／
54
名
）

⑶
２
０
１
４
年
８
月
９
日
（
土
）

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
（
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
吾
妻
橋

ビ
ル
「
ラ
・
ラ
ナ
リ
ー
タ
」
／
18
名
）

⑷
２
０
１
４
年
10
月
26
日
（
日
）

第
23
回
中
央
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

（
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
／
23
名
）

⑸
２
０
１
４
年
10
月
27
日
（
月
）

２
０
１
４
年　

秋
の
ゴ
ル
フ
大
会

（
飯
能
パ
ー
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
14
名
）

⑹
２
０
１
４
年
11
月
22
日
（
土
）

葛
西
臨
海
水
族
園
見
学
と
会
食

（
葛
西
臨
海
水
族
園
・
そ
ば
酒
房
「
凛
や

（
り
ん
や
）」
／
10
名
）

⑺
２
０
１
５
年
１
月
31
日
（
土
）

新
年
会
（
お
茶
の
水
ホ
テ
ル
ジ
ュ
ラ
ク
／
46
名
）

２
・
中
央
大
学
49
年
白
門
会
会
報
発
行

・
第
28
号
・
２
０
１
４
年
６
月
14
日
（
土
）

・
第
29
号
・
２
０
１
４
年
12
月
13
日
（
土
）

３
・
中
央
大
学
49
年
白
門
会
役
員
会
活
動

・
第
84
回
・
２
０
１
４
年
４
月
12
日
（
土
）

・
第
85
回
・
２
０
１
４
年
５
月
10
日
（
土
）

・
第
86
回
・
２
０
１
４
年
６
月
14
日
（
土
）

・
第
87
回
・
２
０
１
４
年
９
月
27
日
（
土
）

・
第
88
回
・
２
０
１
４
年
12
月
13
日
（
土
）

・
第
89
回
・
２
０
１
５
年
２
月
14
日
（
土
）

・
第
90
回
・
２
０
１
５
年
３
月
14
日
（
土
）

４
・
会
員
数

　

�

会
員
総
数
（
２
７
０
名
／
２
０
１
５
年

4
月
1
日
現
在
）
新
入
会
員
数
（
8
名
）

〈収入の部〉		 	 	 	 	 （単位：円）	
費　目 決算額 概　要

会 費 収 入 312,000 会員 99 名（うち新規入会 6名）無記名 1名、重複 2名

懇親会収入 776,000 総　会　51 名 ×8,000 円＝ 408,000 円新年会　46 名 ×8,000 円＝ 368,000 円

雑 収 入 62,965 学員会活動補助費 50,000 円、預金利息 145 円学員会名簿協力費 10,000 円、二次会余剰金他 2,820 円

収 入 計 1,150,965

■第２号議案 2014 年度収支決算報告について（2014年4月1日〜2015年3月31日）

【49年白門会2015年総会】
2015 年 7 月 4 日（土）に 2015 年の総会が御茶ノ水の
「お茶の水ホテルジュラク」で開かれました。今年は
創立 15 周年の記念総会になりました。

〈支出の部〉		 	 	 	 　　　　　（単位：円）
費　目 決算額 概　要

通 信 費 88,266 ヤマト運輸 61,176 円、後納手数料、資料送付代他
事 業 費 305,359 会報印刷 204,876 円、ホームカミングデー費用他
懇 親 会 費 740,962 総会 408,350 円、新年会 332,612 円
事 務 費 30,040 コピー代 28,517 円、タックシール代 1,523 円
交 際 費 94,295 他支部祝賀金 10,000円、学員会広告 30,000円×2回、他
雑 費 143,907 新年会景品 56,998 円、総会景品 43,546 円、他
支 出 計 1,402,829
収 支 差 額 △ 251,864
前年度繰越金 880,717
次年度繰越金 628,853

■
第
３
号
議
案

２
０
１
５
年
度
事
業
計
画
案

１
・「
中
央
大
学
49
年
白
門
会
」事
業
基
本
計
画

　

会
創
立
15
周
年
を
記
念
し
、
更
に
同
期

相
互
の
親
睦
・
交
流
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
を
図
り
、
会

創
立
20
周
年
（
２
０
２
０
年
）に
向
け
新

規
会
員
の
増
強
活
動
を
行
う
。

⑴
15
周
年
記
念
事
業
の
推
進

⑵�

既
存
会
員
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
の
充
実

⑶�

会
報
の
充
実

⑷�

記
念
誌
の
発
行

⑸�

会
創
立
20
周
年
（
２
０
２
０
年
）
に
向

け
た
新
規
会
員
の
増
強

⑹�

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
向
け
会
則
の
改
正
を
行
う

２
・
２
０
１
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）

⑴�

「
創
立
15
周
年
記
念
総
会
・
懇
親
会
」

　
　
（
お
茶
の
水
ホ
テ
ル
ジ
ュ
ラ
ク
）

　
　

 

２
０
１
５
年
７
月
４
日
（
土
）

⑵
「
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
」（
お
茶
の
水
ビ
ア
ホ
ー
ル
）

　
　

 

２
０
１
５
年
８
月
８
日
（
土
）

⑶
「
第
24
回
中
央
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」

　
　

 

２
０
１
５
年
10
月
25
日
（
日
）

⑷
「
２
０
１
５
年
秋
の
ゴ
ル
フ
大
会
」

　
　

 

２
０
１
５
年
10
月
26
日
（
月
）

⑸
「
明
治
大
学
博
物
館
見
学
と
忘
年
会
」

　
　

 

２
０
１
５
年
11
月
28
日
（
土
）

■第４号議案
2015年度予算案
（2015年4月1日～2016年3月31日）

〈収入の部〉　　　　（単位　円）
費 目 予 算 額

会 費 収 入 530,000
懇 親 会 収 入 800,000
雑 収 入 50,000
収入の部合計 1,380,000

〈支出の部〉
費 目 予 算 額

通 信 費 300,000
事 業 費 400,000
懇 親 会 費 800,000
事 務 費 30,000
交 際 費 70,000
雑 費 110,000
支 出 計 1,710,000
収 支 差 額 ▲ 330,000
前年度繰越金 628,853
次年度繰越金 298,853

■
第
６
号
議
案

２
０
１
５
年
度
役
員
の
一
部
改
選
案

⑴
職
務
変
更　
　

 （
新
）　　

   （
旧
）

大
竹
力
三（
法
）	

副
会
長	

副
幹
事
長

	

兼
広
報
部
長	

兼
広
報
部
長

宮
川　

保（
経
）	

副
幹
事
長	

副
会
長

益
田
耕
二（
法
）	

事
務
局
長	

会
計
監
事

石
川
晶
雄（
経
）	

会
計
監
事	

副
幹
事
長

⑵
就
任　
　
　
　

 （
新
）　　

   （
旧
）

黒
澤
義
己（
法
）	

副
幹
事
長	

幹

事

馬
場
安
德（
法
）	

副
幹
事
長	

幹

事

⑶
報
告

藤
本
真
也（
法
）	

副
幹
事
長
を
辞
任

■
第
５
号
議
案

49
年
白
門
会
会
則
一
部
改
定
案

　

会
の
運
営
の
健
全
性
、
効
率
性
、
透
明

性
を
強
化
し
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
を

永
続
的
に
進
め
る
た
め

⑴
各
役
員
の
選
任
手
順
を
明
確
に
す
る
。

⑵�

役
員
へ
の
立
候
補
を
通
年
行
え
る
よ
う

に
す
る
。

⑶�

副
幹
事
長
を
増
員
し
組
織
の
活
性
化
を

図
る
よ
う
に
す
る
。

⑹
「
新
年
会
」（
レ
ス
ト
ラ
ン
プ
リ
オ
ー
ル
）

　
　

 

２
０
１
６
年
１
月
30
日
（
土
）
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昨
年
と
同
じ
お
茶
の
水
ホ
テ
ル
ジ
ュ
ラ

ク
に
は
11
時
半
頃
か
ら
続
々
と
会
員
が
集

ま
っ
て
き
た
。参
加
予
定
者
は
66
名
。今
ま

で
で
最
高
の
人
数
だ
。
新
入
会
員
が
6
名
、

初
め
て
参
加
す
る
人
が
8
名
、10
年
以
上

も
前
に
参
加
し
て
以
来
の
人
等
会
場
は
総

会
の
開
始
を
待
つ
会
員
で
あ
ふ
れ
た
。

　

定
刻
の
12
時
に
中
島
幹
事
長
の
司
会

で
総
会
が
始
ま
っ
た
。
議
長
に
山
﨑
会

■
第
１
号
議
案

２
０
１
4
年
度
事
業
報
告

１
・
各
行
事

⑴
２
０
１
４
年
４
月
４
日
（
金
）

２
０
１
４
年　

春
の
ゴ
ル
フ
大
会

（
飯
能
パ
ー
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
15
名
）

⑵
２
０
１
４
年
7
月
12
日
（
土
）

卒
業
40
周
年
記
念
総
会

（
お
茶
の
水
ホ
テ
ル
ジ
ュ
ラ
ク
／
54
名
）

⑶
２
０
１
４
年
８
月
９
日
（
土
）

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
（
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
吾
妻
橋

ビ
ル
「
ラ
・
ラ
ナ
リ
ー
タ
」
／
18
名
）

⑷
２
０
１
４
年
10
月
26
日
（
日
）

第
23
回
中
央
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

（
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
／
23
名
）

⑸
２
０
１
４
年
10
月
27
日
（
月
）

２
０
１
４
年　

秋
の
ゴ
ル
フ
大
会

（
飯
能
パ
ー
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
14
名
）

⑹
２
０
１
４
年
11
月
22
日
（
土
）

葛
西
臨
海
水
族
園
見
学
と
会
食

（
葛
西
臨
海
水
族
園
・
そ
ば
酒
房
「
凛
や

（
り
ん
や
）」
／
10
名
）

⑺
２
０
１
５
年
１
月
31
日
（
土
）

新
年
会
（
お
茶
の
水
ホ
テ
ル
ジ
ュ
ラ
ク
／
46
名
）

２
・
中
央
大
学
49
年
白
門
会
会
報
発
行

・
第
28
号
・
２
０
１
４
年
６
月
14
日
（
土
）

・
第
29
号
・
２
０
１
４
年
12
月
13
日
（
土
）

３
・
中
央
大
学
49
年
白
門
会
役
員
会
活
動

・
第
84
回
・
２
０
１
４
年
４
月
12
日
（
土
）

・
第
85
回
・
２
０
１
４
年
５
月
10
日
（
土
）

・
第
86
回
・
２
０
１
４
年
６
月
14
日
（
土
）

・
第
87
回
・
２
０
１
４
年
９
月
27
日
（
土
）

・
第
88
回
・
２
０
１
４
年
12
月
13
日
（
土
）

・
第
89
回
・
２
０
１
５
年
２
月
14
日
（
土
）

・
第
90
回
・
２
０
１
５
年
３
月
14
日
（
土
）

４
・
会
員
数

　

�

会
員
総
数
（
２
７
０
名
／
２
０
１
５
年

4
月
1
日
現
在
）
新
入
会
員
数
（
8
名
）

長
を
選
出
し
、
千
葉
事
業
部
長
か
ら

２
０
１
４
年
度
の
事
業
報
告
と
２
０
１
５

年
度
の
事
業
計
画
案
が
、
原
会
計
部
長
か

ら
２
０
１
４
年
度
の
収
支
決
算
報
告
と

２
０
１
５
年
度
の
収
支
予
算
案
の
報
告
が

有
り
会
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

第
5
号
議
案
で
山
﨑
会
長
よ
り
49
年
白

門
会
の
会
則
を
一
部
改
定
す
る
案
が
出
さ

れ
た
。
主
な
改
定
点
は
各
役
員
の
選
任
手

順
を
明
確
に
し
、
役
員
立
候
補
を
通
年
行

え
る
こ
と
に
し
組
織
の
活
性
化
を
図
る
よ

う
に
し
た
。

　

第
6
号
議
案
で
、
大
竹
力
三
広
報
部
長

が
副
会
長
を
兼
務
、
宮
川
保
副
会
長
が
副

幹
事
長
、
益
田
耕
二
会
計
監
事
が
事
務
局

長
、
石
川
晶
雄
副
幹
事
長
が
会
計
監
事
に

そ
れ
ぞ
れ
職
務
変
更
と
、
黒
澤
義
己
氏
と

馬
場
安
徳
氏
の
副
幹
事
長
就
任
、
藤
本
真

也
氏
の
副
幹
事
長
を
退
任
す
る
役
員
の
一

部
改
選
案
が
提
案
さ
れ
会
員
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。

桂
や
ま
と
師
匠
の

出
し
物
は
「
時
そ
ば
」

　

12
時
半
に
無
事
総
会
も
終
了
し
、
隣
の

部
屋
に
移
っ
て
の
懇
親
会
に
入
っ
た
。
司

会
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
葛
西
聖

司
さ
ん
。
山
﨑
会
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き

御
来
賓
の
白
門
48
会
支
部
長
の
山
口
隆
司

さ
ん
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
戴
い
た
。

　

今
回
は
創
立
15
周
年
記
念
と
い
う
こ
と

で
記
念
落
語
会
を
企
画
。
会
場
に
作
ら
れ

た
高
さ
約
1
メ
ー
ト
ル
の
高
座
に
出
囃
子

と
共
に
登
場
、
い
や
よ
じ
登
っ
て
き
た
の

が
3
代
目
桂
や
ま
と
師
匠
。
や
ま
と
師
匠

は
何
と
我
々
が
中
大
を
卒
業
し
た
昭
和
49

年
生
ま
れ
で
、
中
大
落
語
研
究
会
出
身
の

真
打
ち
。

　

演
目
は
誰
も
が
知
っ
て
る
「
時
そ
ば
」。

聞
き
手
が
流
れ
も
落
ち
も
知
っ
て
る
話
し

だ
か
ら
こ
そ
難
し
い
演
目
。
そ
ば
を
勢
い

良
く
す
す
る
音
と
所
作
は
本
作
の
醍
醐
味

で
、
ラ
ジ
オ
や
Ｃ
Ｄ
で
は
味
わ
え
な
い
正

に
見
る
演
芸
で
一
番
の
見
せ
場
。
小
銭
を

一
枚
一
枚
数
え
な
が
ら
、「
一
（
ひ
い
）、

二
（
ふ
う
）、三
（
み
い
）、…
…
七
（
な
な
）、

八
（
や
あ
）」
と
数
え
て
、「
今
何
時
（
な

ん
ど
き
）
で
い
！
」
と
時
刻
を
尋
ね
る
と
、

主
人
が
「
へ
い
、
四
つ
で
い
」
と
答
え

る
、「
五
、六
…
…
」、
と
い
う
落
ち
も
解
っ

て
い
る
け
ど
笑
わ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ

た
。
初
め
て
ラ
イ
ブ
で
落
語
を
聞
い
た
会

員
も
お
り
大
成
功
の
企
画
だ
っ
た
。

　

会
場
の
椅
子
等
を
片
づ
け
た
の
ち
懇
親

会
が
ス
タ
ー
ト
。
大
竹
副
会
長
の
乾
杯
の

発
声
の
音
頭
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
4
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
そ
れ
ぞ

れ
話
し
の
花
が
咲
い
た
。
岩
手
、
新
潟
、

長
野
、
富
山
、
愛
知
、
宮
崎
県
等
遠
来
か

ら
の
参
加
者
も
多
く
、
女
性
も
4
名
参
加

さ
れ
た
。
桂
や
ま
と
師
匠
が
各
テ
ー
ブ
ル

を
回
り
一
人
一
人
と
名
刺
交
換
。
壇
上
で

は
高
橋
カ
メ
ラ
マ
ン
が
各
学
部
、
ゴ
ル
フ

会
員
、
女
性
陣
、
北
陸
出
身
者
、
東
北
出

身
者
な
ど
様
々
な
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
記
念

撮
影
。
ま
た
や
ま
と
師
匠
を
囲
ん
で
の
記

念
撮
影
と
、
前
回
同
様
飲
ま
ず
食
わ
ず
の

大
奮
闘
だ
っ
た
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
は

じ
ゃ
ん
け
ん
勝
負
！

　

お
腹
も
満
腹
し
た
こ
ろ
合
い
を
見
て
葛

西
さ
ん
の
方
か
ら
初
め
て
の
参
加
者
の
紹

介
が
有
っ
た
。
今
回
は
8
名
の
方
が
初
参

加
。
以
前
か
ら
会
員
で
あ
っ
た
方
も
数
名

い
ら
し
た
。
一
人
一
人
か
ら
挨
拶
を
戴
い

て
、
次
回
か
ら
の
参
加
が
楽
し
み
な
顔
触

れ
に
な
っ
て
き
た
。

　

宴
も
た
け
な
わ
、
恒
例
の
お
楽
し
み
抽

選
会
。
今
回
は
「
49
年
白
門
会
15
周
年
記

念
」
と
い
う
ロ
ゴ
と
中
大
の
マ
ー
ク
が

入
っ
た
特
製
の
煎
餅
と
カ
ス
テ
ラ
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
、
宮
崎
県
か
ら
参
加
さ
れ
た
黒

木
さ
ん
か
ら
の
焼
酎
4
本
、
葛
西
さ
ん
の

著
書
2
冊
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
や
ま
と
師
匠

が
出
す
グ
―
、
チ
ョ
キ
、
パ
ー
の
じ
ゃ
ん

け
ん
勝
負
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
毎
度
の
こ

と
な
が
ら
こ
の
じ
ゃ
ん
け
ん
勝
負
の
20
分

間
は
い
や
が
う
え
に
も
盛
り
上
が
る
。
興

奮
し
す
ぎ
て
司
会
の
葛
西
さ
ん
の
制
止
を

押
し
の
け
て
壇
上
に
上
が
ろ
う
と
す
る
人

も
出
て
く
る
始
末
。

　

最
後
は
こ
れ
も
恒
例
に
な
っ
た
石
川
さ

ん
が
リ
ー
ド
す
る
「
中
大
節
」
に
合
わ
せ

て
の
会
場
練
り
歩
き
。
60
人
以
上
が
テ
ー

ブ
ル
の
合
間
を
縫
っ
て
練
り
歩
く
さ
ま
は

壮
観
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
で
肩
を
組
ん
で

応
援
歌
と
校
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
１
番
ず
つ
歌

い
、
最
後
の
締
め
で
山
﨑
司
平
副
会
長
の

万
歳
三
唱
で
三
時
に
お
開
き
に
な
っ
た
。

　

二
次
会
の
設
定
は
な
か
っ
た
が
、
何
故

か
御
茶
ノ
水
駅
前
の
居
酒
屋
に
20
人
以
上

が
集
ま
っ
て
い
て
二
次
会
。
そ
の
後
5
，

6
人
が
四
次
会
ま
で
行
っ
た
模
様
。

（
広
報
部
）

２
０
０
０
年
に
創
立
さ
れ
た
49
会
が
創
立
15
周
年
を
迎
え
た
。

リ
タ
イ
ア
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
た
せ
い
か
、
年
々
参
加
者

も
増
え
、
今
回
は
60
余
名
と
過
去
最
高
の
人
数
に
な
っ
た
。

特
別
企
画
と
し
て
中
大
卒
の
真
打
ち
・
桂
や
ま
と
師
匠
に
よ
る

落
語
も
あ
り
、
会
場
に
は
懇
親
の
輪
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。　

創
立
15
周
年
記
念
総
会
・
懇
親
会

過
去
最
多
の
参
加
者
で
大
盛
況
!!



4

年
白 門 会

お
む
す
び
交
換

伊
藤
　
公
雄
（
経
）
千
葉
県

茂
原
市

　

小
学
校
の
運
動
会
の
昼
飯
は
、
決
ま
っ

て
母
の
作
っ
た
稲
荷
寿
司
ま
た
は
、
お
む

す
び
で
し
た
。
低
学
年
の
時
は
、家
族
が
、

昼
飯
を
持
参
し
一
緒
に
校
庭
で
食
べ
る
の

が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
堂
前
の
銀
杏
の
木
の
前
で
祖
母
と
待

ち
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
ク
ラ

ス
五
十
人
余
り
で
八
ク
ラ
ス
あ
り
、
昼
食

時
に
は
、
銀
杏
の
木
の
前
は
、
ご
っ
た
返

し
の
状
態
で
す
。
結
局
、
祖
母
と
会
え
ず

に
泣
き
な
が
ら
帰
宅
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
学
年
に
な
る
と
、
自
分
で
昼
飯
を

持
っ
て
行
き
ま
し
た
。
一
緒
に
食
べ
て
い

た
同
級
生
が
「
一
つ
交
換
し
よ
う
。」
と

言
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
お
む
す
び
を
食
べ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
、
食
堂
の
息

子
で
す
。
食
堂
で
物
を
食
べ
た
経
験
が
少

な
い
僕
は
、
ど
ん
な
に
旨
い
の
か
期
待
で

少
々
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
お
む
す
び
は
、
ぐ
ち
ゃ
っ
と
柔
ら

か
く
、
お
世
辞
に
も
旨
い
と
は
、
言
え
な

い
食
べ
物
で
し
た
。

　

帰
宅
し
て
、
そ
の
話
を
す
る
と
、
父
が

「
母
ち
ゃ
ん
の
む
す
び
が
、
一
番
旨
い
ん

だ
。」
と
誇
ら
し
げ
に
笑
い
ま
し
た
。「
一

番
旨
い
の
か
」
僕
は
、
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
振
り
返
る
と
、
母
は
、
黙
っ
て
微

笑
ん
で
い
ま
し
た
。

賄
い
飯
と

味
噌
煮
込
み
う
ど
ん

笹
尾
　
憲
司
（
経
）
埼
玉
県

さ
い
た
ま
市

　
「
豆
腐
買
っ
て
来
て
よ
」
一
流
の
料
理

人
か
ら
ご
命
令
！　

料
理
人
は
素
早
く
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
を
作
り
、
玉
ね
ぎ
を
き
ざ
み

氷
水
で
あ
い
、
豆
腐
に
の
せ
て
賄

ま
か
ない
飯
の

出
来
上
が
り
。
こ
り
ゃ
ー
う
ま
い
！　

絶

品
。
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
特
権
で
す
。

　
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
も
」
食
に
も
言

え
ま
す
か
ね
！　

茹
だ
っ
た
鍋
に
味
噌
を

入
れ
、
里
芋
、
長
ネ
ギ
、
に
ん
じ
ん
、
椎

茸
、
そ
れ
に
う
ど
ん
を
入
れ
て
ぐ
つ
ぐ
つ

煮
込
む
。
ま
あ
甲
府
の
「
ほ
う
と
う
」
で

す
よ
。
子
供
の
こ
ろ
お
袋
が
よ
く
作
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
最
近
は
あ
ま
り
作
る
事
が

無
く
な
り
ま
し
た
が
、
美
味
し
い
で
す
。

　

一
流
の
シ
ェ
フ
の
作
っ
た
豆
腐
の
「
賄

い
飯
」
商
品
で
出
す
の
で
な
く
、
わ
れ
わ

れ
の
空
腹
を
満
た
し
て
く
れ
る
。
腕
を
磨

い
た
者
し
か
出
せ
な
い
味
。
も
う
一
度
食

べ
た
い
で
す
。

　

子
供
の
頃
お
袋
が
作
っ
て
く
れ
た
味
噌

煮
込
み
う
ど
ん
。
た
ま
あ
に
食
す
る
時
、

子
供
の
時
た
い
し
て
感
慨
も
な
く
食
べ
て

い
た
物
が
こ
ん
な
に
美
味
し
い
と
は
。

　

食
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
な
ん
で
も
食

べ
ら
れ
る
今
日
。「
豊
か
に
な
っ
た
な
ー
」

と
思
い
な
が
ら
満
た
さ
れ
な
い
時
し
か
味

あ
え
な
い
味
覚
も
あ
る
な
ー
。
ま
あ
最
近

の
味
噌
煮
込
み
う
ど
ん
は
鶏
肉
入
り
で
す

が
。「

か
た
焼
き
そ
ば
」

岸
　
伸
晃（
法
）
東
京
都

杉
並
区

　

何
と
い
っ
て
も
『
か
た
焼
き
そ
ば
』
で

す
。
故
郷
の
信
州
松
本
に
「
竹
ノ
家
（
た

け
の
や
）」
と
い
う
中
華
料
理
店
が
あ
り

ま
し
た
。

　

家
に
お
客
様
が
来
る
と
、
定
番
の
出
前

を
と
り
ま
す
。細
麺
の
外
側
は
カ
リ
カ
リ
、

中
は
や
わ
ら
か
、肉
団
子
と
鶉

う
ず
らの
ゆ
で
卵
、

周
り
が
赤
い
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
、
青
豌
豆
な

ど
が
載
り
、
醤
油
・
ソ
ー
ス
・
酢
・
か
ら

し
が
付
い
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
味
が
懐
か
し
く
て
、
中
華
料

理
店
で
は
「
か
た
焼
き
そ
ば
」
を
頼
み
ま

す
。
で
も
、
長
崎
中
華
街
の
“
龍
亭
”
で

食
べ
た
そ
れ
が
一
番
近
く
、
そ
の
外
は
、

有
名
な
作
家
が
絶
賛
と
い
う
も
の
を
食
べ

て
も
、
横
浜
中
華
街
で
食
べ
て
も
、
足
元

に
も
及
び
ま
せ
ん
。
竹
ノ
家
の
『
か
た
焼

き
そ
ば
』
は
、私
に
と
っ
て
の
絶
品
で
す
。

　

そ
の
「
竹
ノ
家
」
は
、
今
は
も
う
あ
り

ま
せ
ん
。
…
つ
ね
な
ら
む
…
で
す
。

　

過
去
へ
の
執
着
で
は
な
く
、
あ
の
絶
品

に
巡
り
合
え
る
こ
と
を
“
楽
し
み
”
に
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
注
文
し
続
け
よ
う
と
思

い
ま
す
。「

す
っ
ぽ
ん
鍋
」

大
久
保
光
夫（
経
）
東
京
都

大
田
区

　

私
が
就
職
し
、
最
初
の
転
勤
先
で
知
り

合
っ
た
先
輩
か
ら
京
都
・
奈
良
の
仏
像
の

素
晴
ら
し
さ
を
教
わ
り
、
そ
れ
以
来
毎
年

の
よ
う
に
京
都
・
奈
良
を
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

若
い
こ
ろ
は
お
金
も
な
い
の
で
寺
社
巡

り
を
す
る
の
が
精
一
杯
で
、
宿
や
食
事
に

は
お
金
を
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近

は
ゆ
と
り
も
で
き
、
夫
婦
で
食
事
を
目
的

に
し
た
旅
行
を
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

　

京
都
と
い
え
ば
懐
石
料
理
が
有
名
で

す
。
季
節
ご
と
の
旬
の
も
の
が
、
い
ろ
い

ろ
な
形
に
調
理
さ
れ
て
、
盛
り
付
け
も
綺

麗
で
す
。

　

京
都
で
面
白
い
と
思
っ
た
の
は
、
特
定

の
食
材
や
調
理
法
に
こ
だ
わ
り
、
一
つ
の

コ
ー
ス
料
理
し
か
提
供
し
な
い
店
も
多
い

こ
と
で
す
。

　

そ
ん
な
お
店
の
一
つ
が
す
っ
ぽ
ん
料
理

の
「
大
市
」
で
す
。
３
３
０
年
前
の
創
業

以
来
す
っ
ぽ
ん
鍋
一
筋
と
い
う
老
舗
で
す
。

熱
々
の
料
理
を
提
供
す
る
た
め
に
、
ぐ
つ

ぐ
つ
煮
え
た
○
（
ま
る
）
鍋
は
二
度
に
分

け
て
出
て
き
ま
す
。
中
身
は
す
っ
ぽ
ん
の

切
り
身
と
ス
ー
プ
と
い
う
、
き
わ
め
て
シ

ン
プ
ル
な
鍋
で
す
。
こ
の
シ
ン
プ
ル
さ
が

い
い
。
こ
の
鍋
の
美
味
し
さ
の
秘
訣
は
、

や
っ
ぱ
り
ス
ー
プ
で
す
。
最
後
に
出
て
く

る
雑
炊
に
も
、
そ
の
美
味
し
さ
が
凝
縮
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、風
情
あ
る
町
屋
で
い
た
だ
く
の

も
、良
い
演
出
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

「
一
休
軒
」

岡
野
　
貫
次
（
経
）
福
岡
県

福
岡
市

　

私
に
と
っ
て
の
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
と
言
え

ば
「
一
休
軒
」
の
ラ
ー
メ
ン
で
あ
る
。
佐

賀
市
の
中
心
街
松
原
町
に
営
業
し
て
い
た

が
、
２
０
１
１
年
8
月
閉
店
し
た
。
大
学

進
学
で
上
京
す
る
ま
で「
一
休
軒
」の
ラ
ー

メ
ン
を
食
べ
て
育
っ
た
。
澄
み
切
っ
て
い

る
が
濃
厚
な
豚
骨
ス
ー
プ
、
や
や
太
麺
と

ト
ロ
ト
ロ
の
焼
豚
。
古
び
て
狭
い
店
構
え

と
愛
想
が
な
い
店
主
。
し
か
し
一
旦
口
に

入
れ
た
瞬
間
、
絶
妙
な
ス
ー
プ
の
味
と
香

り
、
麺
と
焼
豚
の
食
感
。
う
ぅ
～
ん
た
ま

ん
な
い
！

　

子
供
の
頃
、
両
親
か
ら
“
何
か
食
べ
に

行
こ
う
か
？
”
と
言
わ
れ
た
ら
、必
ず
「
一

休
軒
！
」と
、安
上
が
り
な
孝
行
息
子
だ
っ

た
よ
う
に
思
う
。

　

大
人
に
な
っ
て
も
こ
の
味
を
求
め
て
佐

賀
へ
行
っ
た
。
久
留
米
ラ
ー
メ
ン
が
源
流

で
あ
り
、
今
流
行
の
博
多
豚
骨
ラ
ー
メ
ン

60
余
年
生
き
て
き
て
、今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
味
が
有
る
も
の
で
す
。そ
ん
な
記
憶
に

残
っ
て
い
る
食
べ
物
、飲
み
物
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
を
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
戴
き
ま
し
た
。皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
に
大
事
に
し
て
い
る
味
覚
を
お
持
ち
の
よ
う
で
す
。

「
美
味
か
っ
た
な
ー
っ
、あ
れ
！
」を
語
る
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49
白 門 会

と
は
…
…
違
う
。
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る

「
一
風
堂
」「
一
蘭
」
な
ど
の
ラ
ー
メ
ン
が

豚
骨
ラ
ー
メ
ン
の
主
流
に
な
っ
て
い
る
が

…
…
違
う
。
最
近
、
佐
賀
市
内
に
同
店
名

の
店
舗
が
出
来
た
の
で
食
べ
に
行
っ
た
が

…
…
違
う
。
違
い
を
書
け
ば
こ
こ
に
収
ま

ら
な
い
の
で
、
割
愛
さ
せ
て
も
ら
う
。

　

佐
賀
を
離
れ
福
岡
に
居
を
構
え
約
40

年
。「
一
休
軒
」
の
味
を
求
め
て
彷
徨
っ

て
い
る
が
…
…
未
だ
出
会
っ
て
い
な
い
。

“
あ
ぁ
～
一
休
軒
よ
、
お
願
い
だ
！　

も

う
一
度
僕
の
胃
袋
へ
遊
び
に
お
い
で
！
”

腹
立
た
し
い

食
い
し
ん
坊

佐
藤
　
隆
（
経
）
東
京
都

府
中
市

　

下
戸
だ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
一

倍
の
食
い
し
ん
坊
で
す
。
東
京
で
一
番
旨

い
天
ぷ
ら
、一
番
美
味
い
と
ん
か
つ
等
々
勝

手
に
決
め
て
人
様
に
押
付
け
て
き
ま
し
た
。

　

ほ
ぼ
35
年
堪
能
し
た
神
田
多
町
の
多
鳥

と
い
う
あ
ま
り
綺
麗
と
は
言
え
な
い
焼
き

鳥
屋
の
“
煮
込
み
”
の
絶
妙
さ
。
突
出
し

な
ん
だ
け
ど
何
杯
も
お
代
わ
り
し
て
し
ま

う
何
と
も
言
え
な
い
ま
ろ
や
か
な
旨
み
。

　

一
方
こ
れ
も
25
年
は
通
っ
た
荻
窪
の

シ
ー
フ
ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
の
海
鮮
香
味
焼

き
。
た
っ
ぷ
り
の
野
菜
添
え
で
旬
の
魚
介

類
の
フ
レ
ン
チ
。
ソ
ー
ス
は
必
ず
何
回
も

パ
ン
を
お
代
り
し
て
最
後
の
一
滴
ま
で
吸

い
取
っ
て
ま
る
で
舐
め
た
が
如
く
に
食
べ

尽
す
。

　

新
宿
青
梅
街
道
沿
い
地
下
の
小
さ
な
ビ

ア
レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ
ム
レ
ツ
。チ
ー
ズ
味
、

コ
ン
ビ
ー
フ
味
ど
ち
ら
も
舌
鼓
。

　

三
店
と
も
社
内
の
イ
ベ
ン
ト
、
家
族
の

イ
ベ
ン
ト
、
果
て
は
小
奇
麗
で
も
な
い
の

に
接
待
に
ま
で
使
う
程
の
入
れ
込
み
よ

う
。
美
味
い
で
し
ょ
う
！　

の
美
味
さ
の

押
付
け
。

　

と
こ
ろ
が
残
念
！　

吾
等
が
歳
を
取
る

の
と
同
じ
よ
う
に
焼
き
鳥
屋
の
親
爺
も
、

シ
ェ
フ
も
歳
を
と
り
や
が
る
。「
廃
業
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
の
す
げ
な
い

宣
告
！　

こ
の
先
ど
う
す
り
ゃ
い
い
ん
だ

よ
？
と
毒
づ
く
も
、
各
々
の
方
々
に
仲
間
と

一
緒
に
マ
ジ
心
を
込
め
た
感
謝
状
を
贈
呈
。

　

爾
来
そ
れ
以
上
の
味
に
あ
り
つ
け
な
い

腹
立
た
し
さ
と
「
美
味
い
店
は
歳
と
る

な
！
」
と
遠
吠
え
。

居
酒
屋
の

ラ
ン
チ
定
食

増
澤
　
繁
（
法
）
千
葉
県

柏
　
市

　

マ
グ
ロ
、
タ
チ
ウ
オ
、
タ
コ
ぶ
つ
、
ク

ロ
ダ
イ
、
オ
キ
ア
ジ
、
チ
ダ
イ
、
ス
ズ
キ

…
今
日
も
、「
美
味
か
っ
た
な
ー
っ
、
あ

れ
！
」
と
、チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。「
さ

か
な
や
道
場
」
で
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
サ
ー

ビ
ス
の
刺
身
定
食
（
￥
９
８
０
）
で
す
。

チ
ェ
ッ
ク
は
、魚
の
図
鑑
で
し
て
い
ま
す
。

愉
し
い
で
す
よ
～
。

　

八
海
山
純
米
吟
醸
（
￥
９
８
０
）
も
、

一
合
愉
し
み
ま
し
た
。「
昼
の
一
合
」
は
、

実
に
す
ば
ら
し
い
。「
う
ま
い
」
の
は
当

然
で
「
感
激
」
し
ち
ゃ
い
ま
す
。
い
つ
も

心
の
中
で
叫
び
ま
す
、「
よ
く
ぞ
、
米
か

ら
こ
の
酒
を
造
り
け
り
」
と
。

　

ま
た
、
居
酒
屋
の
よ
さ
は
、「
ゆ
っ
た

り
し
た
時
が
流
れ
て
」
い
る
こ
と
で
す
よ

ね
。
ラ
ン
チ
も
、
ゆ
っ
た
り
し
た
時
の
流

れ
の
中
で
、
愉
し
み
た
い
と
思
わ
れ
ま
せ

ん
か
？

　

さ
て
、
い
い
魚
が
、
そ
ん
な
安
い
価
格

で
、
食
べ
ら
れ
る
か
？　

と
い
う
ご
意
見

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
い
も
の
を

高
い
価
格
で
…
な
ん
て
、バ
ブ
ル
時
代
で
、

も
う
経
験
済
み
で
す
よ
ね
。
若
い
こ
ろ
、

先
輩
、
上
司
か
ら
ご
馳
走
に
な
り
、「
タ

ダ
酒
は
う
ま
い
」
な
～
ん
て
、
経
験
を
し

ま
し
た
よ
ね
。

　

私
は
、
現
在
、「
シ
ル
バ
ー
タ
ダ
酒
」

を
満
喫
し
て
い
ま
す
。
今
日
も
、
ほ
と
ん

ど
株
主
優
待
券
で
払
い
ま
し
た
。
こ
う
い

う
株
主
優
待
券
を
い
た
だ
け
る
会
社
は
、

山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
株
式
は
、損
得
の
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、も
ち
ろ
ん
、自

己
責
任
で
す（
笑
）。

　

カ
ネ
を
さ
し
て
使
わ
ず
、
ゆ
っ
た
り
、

愉
し
く
…
。
そ
し
て
、
食
事
の
席
に
は
、

や
は
り
、
女
性
が
い
る
と
い
い
か
な
～
。

私
に
と
っ
て
の

食
事
の
横
綱

山
﨑
　
厚
太
（
経
）
東
京
都

板
橋
区

　

初
め
て
こ
ん
な
に
う
ま
い
も
の
が
あ
る

の
か
と
感
じ
た
の
は
、
小
学
校
低
学
年
の

給
食
で
の
り
を
ま
ぶ
し
た
ち
く
わ
の
磯
辺

揚
げ
天
ぷ
ら
を
食
べ
た
時
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
献
立
は
年
に
二
度
し
か
出

な
か
っ
た
の
で
、
ま
ち
ど
お
し
い
こ
と
と

言
っ
た
ら
無
か
っ
た
こ
と
が
五
十
年
以
上

経
っ
た
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
家
で
母
親
に
作
っ
て
く

れ
と
言
っ
て
他
の
天
ぷ
ら
は
食
べ
ず
に
ち

く
わ
の
磯
辺
揚
げ
だ
け
を
食
べ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
天
ぷ
ら
と
言
え
ば
「
ち

く
わ
の
磯
辺
揚
げ
」
は
食
事
の
横
綱
に
な

り
ま
し
た
。

　

次
の
横
綱
は
や
は
り
小
学
校
の
時
家
で

食
べ
た
ハ
ム
カ
ツ
で
す
。
小
学
校
の
頃
か

ら
大
皿
に
山
盛
り
に
し
て
ご
飯
も
食
べ
ず

に
ハ
ム
カ
ツ
だ
け
食
べ
て
い
ま
し
た
。
今

で
も
家
で
作
っ
た
ハ
ム
カ
ツ
は
お
い
し
く

感
じ
ま
す
。

　

只
な
ん
と
言
っ
て
も
一
番
の
大
横
綱
は

酢
蛸
で
す
。
や
は
り
小
学
生
時
代
、
正
月

に
お
せ
ち
と
一
緒
に
ど
ん
ぶ
り
一
杯
の
酢

蛸
が
お
ぜ
ん
に
有
り
、
朝
、
昼
、
晩
と
ひ

た
す
ら
酢
蛸
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
か
ら
酢
蛸
さ
え
有
れ
ば
他
の
お
か
ず
は

い
ら
ず
酢
蛸
だ
け
で
何
杯
も
ご
飯
を
食
べ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
時
代
に
す
り
込
ま
れ
た
う
ま
さ

感
は
今
で
も
続
い
て
お
り
、
酢
蛸
、
ち
く

わ
の
磯
辺
揚
げ
て
ん
ぷ
ら
、
ハ
ム
カ
ツ
は

横
綱
で
言
え
ば
、
双
葉
山
、
大
鵬
、
白
鵬

で
別
格
の
大
横
綱
で
す
。

生
ビ
ー
ル
で
一
考

馬
場
　
安
德（
法
）
千
葉
県

我
孫
子
市

　

仕
事
帰
り
の
ビ
ー
ル
は
旨
か
っ
た
。
今

は
ラ
ン
チ
後
の
ビ
ー
ル
が
旨
い
と
思
う
。

こ
の
機
会
に
、
ど
こ
で
飲
む
の
が
旨
か
っ

た
か
思
い
だ
し
て
み
る
と
、
山
で
飲
む

ビ
ー
ル
が
印
象
に
残
る
。

　

こ
こ
数
年
は
ご
無
沙
汰
し
て
い
る
が
、

20
歳
頃
か
ら
３
０
０
０
ｍ
級
の
山
を
楽
し

ん
で
来
た
。
当
時
は
テ
ン
ト
、
食
料
を
皆

で
分
担
し
て
登
っ
て
い
た
が
、
そ
の
中
に

必
ず
瓶
ビ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
い
た
。
当
然

重
い
。

　

白
馬
岳
へ
の
長
い
登
り
で
小
休
止
、
残

雪
〔
雪
渓
〕
で
冷
や
し
て
飲
む
ビ
ー
ル
は

疲
れ
や
瓶
の
重
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ

た
。
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
「
山
小
屋
」
に

自
販
機
ど
こ
ろ
か
、
生
ビ
ー
ル
が
我
々
を

待
ち
侘
び
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

穂
高
岳
山
荘
前
の
縁
台
に
座
り
北
ア
ル

プ
ス
を
一
望
し
な
が
ら
の
生
ビ
ー
ル
は
最

高
で
あ
る
。
こ
の
後
、
相
方
が
涸
沢
に
下

る
途
中
よ
ろ
け
て
５
ｍ
ほ
ど
ス
ベ
リ
落

ち
、
涸
沢
で
手
当
て
を
受
け
た
が
、
骨
折

は
な
く
何
と
か
帰
還
し
た
。
こ
れ
以
降
、

山
行
中
の
飲
酒
は
や
め
た
。（
下
山
し
た

と
き
や
泊
り
の
山
小
屋
・
山
荘
で
は
当
然

の
ご
と
く
飲
み
ま
す
が
…
）

　

10
年
ほ
ど
前
、
西
穂
岳
か
ら
の
戻
り
、

幻
の
「
オ
コ
ジ
ョ
」
に
初
め
て
遭
遇
！　

山
荘
で
の
ビ
ー
ル
は
格
別
で
あ
っ
た
が
、

興
奮
し
て
な
か
な
か
寝
付
け
な
か
っ
た
。

　

剣
岳
を
下
山
中
、
雷
鳥
平
あ
た
り
で
雷

鳥
の
親
子
が
疲
れ
た
我
々
を
迎
え
て
く
れ

た
。
も
ち
ろ
ん
室
堂
で
も
生
ビ
ー
ル
！　

　

こ
れ
を
読
ん
で
い
る
方
は
、
当
方
を
た

だ
の
ア
ル
中
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

今
思
う
こ
と
は
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た

め
に
ア
ル
コ
ー
ル
は
た
し
な
む
程
度
？　

５
人
の
孫
と
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
！　

こ
れ

が
一
番
か
も
し
れ
な
い
…
。

高層ビルが立ち並ぶ上海の浦東（プートン）地区
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将
棋
同
好
会
に
つ
い
て
の
あ
れ
こ
れ

黒
澤
　
義
己（
法
）

千
葉
県
　
市
川
市

　

49
年
白
門
会
創
立
15
周
年
に
あ
た
り
、

将
棋
同
好
会
が
発
足
致
し
ま
し
た
。
去
る

9
月
19
日
に
開
催
し
た
第
一
回
将
棋
の
会

の
参
加
者
は
、
主
催
者
で
あ
る
私
を
含
め

７
名
と
、
初
回
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
出

だ
し
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
５
時
間
ほ

ど
の
間
で
、
各
自
２
―
３
局
指
す
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
充
実
し
た
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
の
が
、
参
加
者
の
大

方
の
感
想
で
す
。

　

簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
本
同

好
会
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

私
と
将
棋
と
の
関
わ
り
は
、
遊
び
始
め

た
時
か
ら
数
え
る
と
、
半
世
紀
余
り
に
な

り
ま
す
。
幼
少
期
の「
め
ん
こ
」、「
独
楽
」、

「
ビ
ー
玉
」
等
の
遊
び
に
将
棋
が
加
わ
っ

た
だ
け
で
、そ
の
後
、２
度
の
転
校
が
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
再
び
指
し
始
め
た
の
は

10
年
以
上
も
後
の
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら

で
し
た
。

　

２
年
生
の
時
、
同
級
生
の
間
で
将
棋
が

流
行
り
、
や
っ
て
み
る
と
、
何
と
普
段
気
に

も
留
め
て
い
な
か
っ
た
相
手
が
思
い
の
ほ

か
強
く
、
何
回
や
っ
て
も
歯
が
立
た
ず
、
そ

れ
が
面
白
さ
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
そ
こ
で
初
め
て
、
将
棋
の
解

説
書
を
読
み
ま
し
た
。
解
説
書
に
も
定
跡
、

格
言
、
実
戦
解
説
等
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、

た
ま
た
ま
手
に
し
た
の
は
格
言
編
で
し

た
。「
桂
馬
の
高
跳
び
歩
の
餌
食
」
な
ど
面

白
く
て
覚
え
や
す
い
文
言
が
多
く
、
楽
し

く
読
ん
で
い
る
う
ち
に
自
分
で
も
驚
く
ほ

ど
上
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
の
将

棋
番
組
も
見
る
よ
う
に
な
り
、
益
々
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
の
頃
に
は
、
か
つ
て
歯
が
立

た
な
か
っ
た
相
手
に
も
と
ん
と
ん
の
成
績

を
残
せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
勢
い
で
大

学
入
学
後
は
将
棋
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

「
中
央
大
学
棋
道
会
将
棋
部
」、
そ
れ
が
在

学
中
の
私
の
所
属
団
体
で
す
。
授
業
が
休

講
に
な
れ
ば
将
棋
、
指
し
か
け
の
将
棋
が

終
わ
ら
な
け
れ
ば
自
主
休
講
と
、
一
時
期

は
将
棋
三
昧
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ほ
ど
心
血
を
注
い
で
き
た
（
と
い

う
ほ
ど
で
も
な
い
）
将
棋
で
す
が
、
就
職

し
た
後
は
周
り
に
適
当
な
相
手
も
い
な
い

た
め
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
の
大
部
分
は
、

人
並
み
に
仕
事
優
先
で
し
た
。
そ
の
間
、

大
学
の
将
棋
仲
間
と
も
ほ
と
ん
ど
会
う
機

会
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
昨
年
、
将
棋

部
の
後
輩
に
出
会
い
、
彼
を
通
じ
て
大
学

時
代
の
先
輩
同
輩
と
の
再
会
が
叶
い
、
同

時
期
を
同
じ
部
室
（
駿
河
台
校
舎
南
端
の

４
Ｆ
）
で
過
ご
し
た
仲
間
た
ち
を
誘
っ
て
、

将
棋
会
を
開
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

の
が
、
今
年
の
５
月
。
た
ま
た
ま
49
年
白

門
会
役
員
会
当
日
の
午
後
で
あ
っ
た
た
め
、

同
会
が
役
員
の
方
々
周
知
の
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
後
日
山
﨑
会
長
か
ら
、
将
棋
同

好
会
を
設
立
し
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
を

頂
き
、
早
速
発
足
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
同
好
会
は
、
49
年
卒
の
同
期

生
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
し
て
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
当
面
は
、年
４
回
程
度
、

即
ち
、
春
夏
秋
冬
各
１
回
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
開
催
日
時
が
決
ま
り
次
第

掲
示
板
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
棋
力
は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
覚
え
た
い
と
い
う
方
に
は
、
私
が
懇

切
丁
寧
に
ご
指
導
致
し
ま
す
。

　

将
棋
は
、
頭
と
手
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
麻
雀
と
違
っ
て
金

銭
を
賭
け
る
こ
と
も
な
く
、
至
っ
て
健
全

な
遊
戯
で
す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
一
人
で
も
多
く
の
参
加
者
を
得
て
、

本
同
好
会
、
ひ
い
て
は
49
年
白
門
会
の
発

展
に
繋
が
る
よ
う
で
し
た
ら
、
こ
れ
に
勝

る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
24
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
１
５
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月
25
日
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爽
や
か
な
秋
の
陽
の
下
で
開
催
さ
れ
た

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
49
年
白
門
会
の

メ
ン
バ
ー
が
母
校
に
集
ま
っ
た
。
早
朝
か

ら
場
所
取
り
の
人
、
買
い
出
し
の
人
々
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
こ
な
し
て
、
多
摩
の

丘
陵
に
集
い
、
午
前
11
時
の
開
会
を
待
っ

た
。
上
着
が
あ
る
と
少
し
暑
く
感
じ
る
、

で
も
ち
ょ
う
ど
良
い
気
候
。
参
加
者
は
会

員
・
非
会
員
40
名
、
そ
し
て
家
族
で
来
ら

れ
た
加
納
さ
ん
、
黒
木
さ
ん
、
参
加
総
数

は
47
名
と
大
盛
況
。
今
年
は
多
摩
校
舎
近

隣
に
住
む
卒
業
生
に
も
案
内
を
出
し
た
効

果
も
あ
り
、
初
参
加
の
方
が
５
名
、
ま
た

宮
崎
、
奈
良
、
名
古
屋
か
ら
の
参
加
者
も

あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

当
日
の
朝
、
高
幡
不
動
駅
に
買
い
出
し

隊
４
名
が
集
合
、
京
王
ス
ト
ア
で
飲
み
物

や
惣
菜
を
爆
買
い
、
あ
ま
り
の
多
さ
と
重

さ
に
タ
ク
シ
ー
で
中
央
大
学
に
乗
り
つ
け

た
。
今
回
の
買
い
出
し
に
は
今
年
の
総
会

の
時
に
新
規
入
会
し
た
安
室
さ
ん
が
手

伝
っ
て
く
れ
、
女
性
の
視
点
か
ら
つ
ま
み

や
惣
菜
の
種
類
も
豊
富
で
充
実
し
た
内
容

で
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

昼
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
次
第
に
人
数
が
増

え
て
、
6
つ
確
保
し
た
テ
ー
ブ
ル
が
埋
ま

り
は
じ
め
る
。
た
ぶ
ん
、
テ
ー
ブ
ル
６
個

は
会
場
で
最
大
規
模
と
思
わ
れ
る
。
差
し

入
れ
も
あ
り
、
飲
み
物
、
食
べ
物
は
テ
ー

ブ
ル
に
並
び
、
そ
の
周
り
か
ら
ど
ん
ど
ん

手
が
伸
び
て
く
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進
み
、
ス
イ
ン
グ
ク
リ

ス
タ
ル
に
よ
る
プ
ロ
並
み
の
演
奏
、
鼓
央

（
こ
お
う
）に
よ
る
迫
力
満
点
の
太
鼓
演
奏
、

そ
し
て
応
援
団
と
チ
ア
ガ
ー
ル
の
応
援
歌
。

　

山
ほ
ど
あ
っ
た
惣
菜
や
つ
ま
み
も
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
て
い
く
。
選
び
方
が
良

か
っ
た
と
自
慢
し
て
自
己
満
足
に
浸
る
買

い
出
し
隊
の
メ
ン
バ
ー
。

　

気
が
つ
け
ば
も
う
3
時
過
ぎ
、
時
が
過

ぎ
る
の
が
早
い
。
残
念
な
が
ら
49
会
か
ら

抽
選
会
の
当
り
は
出
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
満
足
感
に
浸
る
人
、
そ
し
て
少
し
千

鳥
足
の
人
も
、三
々
五
々
帰
途
に
つ
い
た
。

で
も
、
多
摩
校
舎
は
や
っ
ぱ
り
遠
い
な
あ

と
少
し
不
満
も
抱
き
な
が
ら
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
度
に
、
参
加
人
数
が
増
え

て
く
る
49
会
。
今
年
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
も
来
年
は
是
非
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
み
な
さ
ん
の
参
加
で
よ
り
活
発
な
会

に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

原　

伸
正（
経
）
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君
と
よ
く
こ
の
店
に
来
た
も
の
さ
、
訳

も
な
く
お
茶
を
飲
み
話
し
た
よ
、
学
生
で

に
ぎ
や
か
な
こ
の
店
の
…
♪　

ガ
ロ
が

歌
っ
た
学
生
街
の
喫
茶
店
が
懐
か
し
い
御

茶
ノ
水
。

　

あ
れ
か
ら
41
年
。
学
生
時
代
Ｊ
Ｒ
御
茶

ノ
水
駅
前
に
あ
っ
た
「
ウ
イ
ー
ン
」
と

い
う
喫
茶
店
だ
っ
た
お
店
は
、
今
は
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
「
御
茶
の
水
ビ
ア
ホ
ー

ル
」
に
衣
替
え
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
連
日

猛
暑
が
続
く
中
、
学
生
時
代
通
っ
た
思
い

出
の
地
で
49
年
白
門
会
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
勢
21
名
の
参
加
の
も
と
、
山
﨑
会
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者
の

皆
さ
ん
、夏
バ
テ
な
ん
て
ど
こ
吹
く
風
で
、

威
勢
の
良
い
「
か
ん
ぱ
い
！
」
の
発
声
が

会
場
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

暑
い
一
日
だ
っ
た
の
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で

注
が
れ
る
「
キ
リ
ン
一
番
搾
り
」
は
瞬
く

間
に
無
く
な
り
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
運
び
込

ま
れ
た
本
数
は
14
本
だ
っ
た
と
か
。
自
ら

ビ
ア
樽
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
が
お
り
、

皆
さ
ん
に
冷
や
か
さ
れ
て
、
そ
の
後
焼
酎

に
代
え
て
も
も
う
体
型
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。

　

7
月
開
催
の
総
会
の
と
き
に
入
会
し
た

方
や
、
今
回
新
た
に
会
員
に
な
ら
れ
た
方

も
即
打
ち
解
け
て
戴
き
、
皆
さ
ん
の
顔
が

紅
潮
さ
れ
る
に
つ
れ
和
気
あ
い
あ
い
で
現

状
生
活
の
思
い
や
苦
労
、
或
い
は
こ
れ
か

ら
の
希
望
に
満
ち
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
中
に
は
、
こ
の
会
場
で
42
年
前

ロ
マ
ン
ス
が
あ
り
、
め
で
た
く
ゴ
ー
ル
イ

ン
さ
れ
た
方
も
お
り
ま
す
の
で
、
学
生
時

代
の
恋
話
が
出
る
な
ど
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

話
も
大
受
け
で
し
た
。
紅
一
点
参
加
の
安

室
さ
ん
は
本
日
の
「
華
」
で
、
会
場
内
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
の
締
め
は
「
御
茶
の
水

ビ
ア
ホ
ー
ル
」
前
の
路
上
で
中
央
大
学

エ
ー
ル
。
私
た
ち
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
の
酔

い
と
余
韻
に
、
道
行
く
人
々
も
拍
手
を

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
あ
、
御
茶
ノ
水

は
い
い
街
だ
、
と
実
感
。

　

中
央
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
の

再
会
を
期
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
に
行
く
方
や

二
次
会
に
行
く
方
々
等
、
其
々
昼
下
が
り

の
御
茶
ノ
水
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

わ
が
故
郷
徳
島
県
鳴
門
市
は
鳴
門
観
潮

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
風
光
明
媚
な
所
で

す
。
吉
野
川
が
流
れ
る
徳
島
平
野
の
北
部

に
位
置
し
、
海
と
山
の
幸
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
鳴
門
海
峡
と
い
う
流
れ
の

激
し
い
中
で
育
っ
た
ワ
カ
メ
は
腰
が
強
く

て
ミ
ネ
ラ
ル
一
杯
で
ま
さ
に
絶
品
で
す
。

味
噌
汁
に
入
れ
る
の
も
よ
い
で
す
が
ワ
カ

メ
サ
ラ
ダ
で
酢
仕
立
て
で
食
べ
る
と
歯
ご

た
え
が
あ�

っ
て
抜
群
の
美
味
し
さ
で
す
。

　

次
に
今
や
全
国
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
た

「
鳴
門
金
時
芋
」。
程
よ
い
甘
さ
が
魅
力
的

で
、
蒸
し
て
よ
し
、
焼
い
て
よ
し
で
す
。

秋
の
季
節
は
「
栗
よ
り
（
九
里
四
里
）
美

味
い
十
三
里
」
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
旨
さ

が
引
き
立
ち
ま
す
。
最
近
で
は
鳴
門
金
時

芋
を
焼
い
て
焼
酎
を
作
っ
て
い
ま
す
。
香

ば
し
い
ほ
の
か
な
香
り
が
好
評
を
え
て
い

る
み
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
鳴
門
は
レ
ン
コ
ン
の
全
国
有
数

の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。
京
都
の
料
亭
な

ど
に
も
出
荷
さ
れ
る
ぐ
ら
い
の
品
質
の
高

御
茶
ノ
水
で
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

　

日
本
全
国
か
ら
や
っ
て
き
た
中
大
生
。
卒
業
し
て

故
郷
に
帰
る
人
も
い
れ
ば
東
京
近
辺
に
住
む
人
も
い

ま
す
。
ど
こ
に
い
て
も
故
郷
は
懐
か
し
い
も
の
。

 
高
橋
　
和
幸︵
法
︶

徳島県
鳴門市

ふるさと自慢
あじ自慢

思
い
出
す
の
は
あ
の
山
あ
の
川
、
そ
し

て
あ
の
食
べ
物
。
そ
れ
を
自
慢
し
て
み

た
い
も
の
で
す
。

　

今
回
は
徳
島
県
鳴
門
市
の「
鳴
門
応
援

鯛
」メ
ン
バ
ー
の
高
橋
和
幸
カ
メ
ラ
マ
ン

が
鳴
門
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
う
ず
し
お
く

ん
」を
手
に
し
て
の
故
郷
自
慢
で
す
。

さ
を
ほ
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
最
近
話

題
に
な
っ
て
い
る
の
が
「
レ
ン
コ
ン
茶
」

で
す
。
レ
ン
コ
ン
の
葉
か
ら
作
ら
れ
る
お

茶
は
血
行
を
良
く
し
美
肌
効
果
も
あ
り
女

性
の
方
に
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
の
が
和

菓
子
で
す
。
市
内
に
は
多
く
の
和
菓
子
店

が
軒
を
連
ね
、
そ
の
ど
こ
も
が
創
意
工
夫

し
て
鎬

し
の
ぎを
削
っ
て
い
ま
す
。
特
に
僕
が
好

き
な
の
は
老
舗
こ
と
ら
や
の
「
名
代
あ
ん

巻
」
で
す
。
先
ほ
ど
の
レ
ン
コ
ン
茶
と
の

相
性
は
抜
群
で
す
。

　

小
腹
が
す
い
た
時
に
は
「
鳴
ち
ゅ
る
う

ど
ん
」。
太
い
腰
の
あ
る
讃
岐
う
ど
ん
と
違

い
細
く
て
柔
ら
か
さ
が
特
徴
で
す
。
出
汁

は
体
に
優
し
い
薄
味
仕
立
て
、
冷
え
た
体

と
夫
婦
関
係
を
ジ
ワ
ァ
っ
と
心
の
底
か
ら

温
め
て
く
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

　

新
年
会
に
は
、
鳴
門
金
時
芋
焼
酎
、
わ

か
め
、
レ
ン
コ
ン
茶
、
鳴
ち
ゅ
る
う
ど
ん
、

こ
と
ら
や
の
名
代
あ
ん
巻
、
鳴
門
鯛
（
生

酒
）、
福
寿
醤
油
、
鳴
門
金
時
芋
を
持
っ

て
い
き
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！　

新　

年　

会

　

今
回
は
駿
河
台
記
念
館
の
１
階
に
あ
る

「
レ
ス
ト
ラ
ン　

プ
リ
オ
ー
ル
」
で
行
い

ま
す
。
美
味
し
い
料
理
と
お
酒
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
28
年
1
月
30
日
（
土
）

　
　
　

12
時
～
14
時
30
分

場
所　
「
レ
ス
ト
ラ
ン　

プ
リ
オ
ー
ル
」

　
　
　
東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
３
―
11
―
５

　
　
　
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館
１
Ｆ

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
―
３
２
１
９
―
６
０
８
５

会
費　

6
千
円

新
年
会
で

プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
よ
！

日
本
全
国
か
ら
や
っ
て
き
た
中
大
生
。
卒
業
し
て

故
郷
に
帰
る
人
も
い
れ
ば
東
京
近
辺
に
住
む
人
も
い

ま
す
。
ど
こ
に
い
て
も
故
郷
は
懐
か
し
い
も
の
。

︵
法
︶

新
年
会
で

プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
よ
！
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も
う
師
走
。
歳
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。
月

日
の
経
つ
の
が
早
く
感
じ
ら
れ
る
こ
の
頃

で
す
。
49
年
白
門
会
の
皆
さ
ん
方
と
新
年

会
を
は
じ
め
、
創
立
15
周
年
記
念
総
会
で

お
会
い
し
た
の
が
、
つ
い
最
近
の
よ
う
に

感
じ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
え
ば
今
年
の
新
年
会
で
行
わ
れ

た
抽
選
会
の
景
品
選
び
は
私
の
担
当
で
し

た
。
各
役
員
の
出
身
地
の
銘
品
を
毎
年
、

抽
選
会
の
景
品
に
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
企

画
で
す
。

　

私
は
岩
手
県
の
奥
州
市
出
身
な
の
で
、

地
元
の
逸
品
と
な
る
と
「
前
沢
牛
」
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
ブ
ラ
ン
ド
品
な
の
で
予
算

内
に
収
め
る
と
な
る
と
４
個
だ
け
。
20
個

揃
え
る
の
に
ど
う
し
よ
う
か
と
思
案
し
た

結
果
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
か
ら
復
興

オ
ー
プ
ン
し
た
蔵
元
を
始
め
三
陸
沿
岸
の

地
酒
を
揃
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

中
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の
お
酒
が
あ
り
、

抽
選
で
当
た
っ
た
方
は
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た

ね
。
今
年
一
年
の
「
運
」
は
如
何
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
（
笑
）。

　

私
は
、
岩
手
の
景
品
探
し
を
き
っ
か
け

に
、
今
ま
で
振
り
向
き
も
し
な
か
っ
た
故

郷
の
物
産
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
い
わ
て

復
興
応
援
団
の
一
員
に
も
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
ご
縁
で
、
故
郷
と
の
つ
な
が
り
が

で
き
た
こ
と
に
感
謝
と
収
穫
を
見
出
し
た

一
年
で
し
た
。　
　
　
　
　
（
千
葉
幸
嗣
）

2015年を
振り返って

　

こ
の
秋
一
番
の
冷
え
込
み
と
な
っ
た
10

月
26
日
。
前
日
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

に
も
参
加
し
た
4
名
を
含
め
た
11
名
が
埼

玉
県
の
「
飯
能
パ
ー
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
」
に
集
合
し
て
第
13
回
「
49
年
白
門
ゴ

ル
フ
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

高
木
会
長
か
ら
、
今
ま
で
何
度
も
参
加

し
て
い
る
の
に
入
賞
し
た
こ
と
の
な
い
Ａ

Ｂ
両
氏
に
今
回
は
是
非
と
も
優
勝
し
て
も

ら
い
た
い
の
で
、
最
大
級
の
ハ
ン
デ
を
与

え
ま
す
、
と
い
う
挨
拶
が
あ
っ
た
。
多
大

な
ハ
ン
デ
を
い
た
だ
い
た
Ａ
Ｂ
両
氏
、
喜

ん
で
い
い
の
か
悲
し
ん
で
い
い
の
か
複
雑

な
表
情
で
1
ホ
ー
ル
目
に
向
か
っ
た
。

　

Ａ
氏
曰
く
「
1
年
ぶ
り
に
先
週
プ
レ
イ

し
た
」、
負
け
じ
と
Ｂ
氏
曰
く
「
前
回
の

ゴ
ル
フ
会
以
来
半
年
以
上
や
っ
て
な
い
。

靴
も
車
の
中
に
置
き
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
」

と
早
く
も
舌
戦
開
始
。

　

ス
タ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
Ｂ
氏
が
い
き
な

り
の
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
に「
優
勝
が
見
え

た
！
」と
い
う
気
の
早
い
掛
け
声
も
聞
か
れ

た
。
2
組
目
の
Ａ
氏
も
順
調
な
滑
り
出
し
。

　

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
会
は
い
つ
も
天
候

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
特
に
今
回
は
雲
一
つ

な
く
、
風
も
全
く
吹
か
な
い
。
木
陰
に
入

る
と
ひ
ん
や
り
す
る
が
太
陽
の
下
で
も
汗

を
か
か
な
い
さ
わ
や
か
さ
。
紅
葉
に
は
ま

だ
早
い
が
、
鮮
や
か
な
色
を
見
せ
て
い
る

樹
木
も
ち
ら
ほ
ら
あ
っ
た
。

　

前
半
は
4
打
差
で
Ｂ
氏
が
リ
ー
ド
。
Ｂ

氏
に
優
勝
の
文
字
が
見
え
て
き
た
。
Ｂ
氏

曰
く
「
い
や
い
や
後
半
は
、
ハ
ー
フ
で
エ

イ
ジ
シ
ュ
ー
ト
か
も
」
と
神
妙
な
発
言
。

　

3
時
過
ぎ
無
事
終
了
。
結
果
は
何
と
Ａ

氏
が
逆
転
優
勝
。
2
位
は
ベ
ス
グ
ロ
の
実

力
者
・
黒
木
さ
ん
。
同
ネ
ッ
ト
の
Ｂ
氏
が

3
位
。
同
組
だ
っ
た
高
木
会
長
か
ら
「
Ｂ

さ
ん
、
あ
の
空
振
り
が
な
け
れ
ば
2
位

だ
っ
た
の
に
」と
同
情
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

今
回
も
宮
崎
か
ら
参
加
さ
れ
た
黒
木
さ

ん
か
ら
宮
崎
名
物
「
鶏
の
炭
火
焼
」
が
皆

さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
毎
回
の
こ

と
で
あ
る
が
大
感
謝
。

　

Ａ
氏
の
優
勝
の
弁
「
い
つ
も
は
ブ
ー

ビ
ー
の
挨
拶
を
し
て
ま
し
た
が
、
今
回
は
ゴ

第
13
回
49
年
白
門
ゴ
ル
フ
会
２
０
１
5
年

10
月
26
日
㈪

　

私
が
友
人
に
連
れ
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
49
年
白
門
会
に
お
邪
魔
し
た
の
は
、

２
０
１
５
年
1
月
末
の
新
年
会
で
し
た
。

　

知
っ
て
い
る
方
は
殆
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何
故
か
懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
感
覚
は
、
同
じ
時
代
、
同
じ
場
所
で
周
囲
か
ら
隔
離
さ
れ
た
よ
う
な
、
あ
の

御
茶
ノ
水
校
舎
の
中
で
過
ご
し
た
仲
間
同
士
と
い
う
結
び
付
き
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
と
二
次
会
、
三
次
会
と
流
れ
て
又
お
話
を
始
め
る
と
、
昔
の
議
論
に
よ

る
議
論
を
し
て
い
た
事
を
思
い
出
し
て
、懐
か
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

40
年
の
時
を
超
え
て
、
御
茶
ノ
水
校
舎
の
真
ん
中
に
あ
っ
た
木
の
根
元
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
立
っ
て
い
る
自
分
を
見
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
う
い
う
仲
間
も

あ
り
な
ん
だ
な
ー
と
思
い
つ
つ
、
と
て
も
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昔
の
男
性
は
女
性
に
優
し
か
っ
た
な
～
～
そ
の
昔
の
男
性
と
昔
の
女
性
で
第
二

の
青
春
を
始
め
る
こ
と
も
有
り
か
な
～
～
と
勝
手
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
当
は
総
会
に
出
席
す
る
ま
で
は
入
会
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

が
、
参
加
し
て
み
た
い
魅
力
的
な
行
事
が
沢
山
あ
っ
て
、
つ
い
入
会
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
の
ご
縁
を
大
切
に
、
昔
の
仲
間
と
い
っ
ぱ
い
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
い
ち
ご
白
書
を
も
う
一
度
」

ら

く

が

き

楽
苦
我
喜

（文）

安
室 

澄
子

千
葉
県
　
千
葉
市
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寄せください。
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ル
フ
会
の
会
長
・
競
技
委
員
長
・
ハ
ン
デ
ィ

委
員
長
・
会
計
・
そ
し
て
小
間
使
い
の
高
木

さ
ん
の
親
心
・
兄
心
の
お
か
げ
で
優
勝
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。」

　

帰
り
の
高
速
道
路
か
ら
は
東
の
空
か
ら

大
き
な
満
月
が
上
っ
て
く
る
の
が
見
え
た
。

　

次
回
は
来
春
の
4
月
8
日
（
金
）
の
予

定
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
部
）


